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ガバナンス (企業統治)原貝どに関する会議

に出席したとその際、「日本企業のディス

クロTジ ャニ (情報開示)は著しく信頼性

に欠けるとと指摘さ|れ(日本の国会議員と

して位梶たる思ぃをした。しかしti西武鉄

道や日本テレビ等の有価証券報告書虚偽記

載事件が発覚し、|その指摘が正しいことを

認あさをを得なじ`。残念なことたよ■||

今由め事件を見る膜り(監査法人や註募

取引所たょる企業ディ友夕白|サ ||あ チ

エック機能に疑豪を抱かざるを得ないと1公

議会計士法は改正された―ばかウ|たが1金融

見直じ方針を公表した31054か ら宣誓書提

出義務づけ等を行うとしているが、それで

十分と思っているならば問題だ。そもそも、

起きている事態にどう対処するかが注目さ

れる。   ‐ ‐    |

現在、金融庁が全上場企業に虚偽記載の

右無に関する調査報告を求めているが(自

社の実情を知らている「株主取締役〈自社

株式を保右す1取締役)」うなかには(自

社の虚偽言B載の事実が発覚して株価が下が

ることを見理して、保有株式を売り抜tナて

いるとt うヽ十情報が持ち込まれをぃっ。1萌ら
かなインサイダ■取引だと東証も金融庁も、
とうした圭憲tと対する馨鐘を全く発してt｀

4ttOI経 営陣がイン|サイダ■取引を行ちて

もヽるような企業が提出する調査報告や宣誓
書を停用す●||‐|はで|ない.‐本4に申レ
て既に金融庁に対して讐鐘を鳴らした。今

後の対応を見極めたい。‐ |・
‐   ‐

1東証が見直し方針を公表した言3者会見の

席上、鶴島琢夫・東証社長は 「監査法人に

分からないことが東証に分かるはずがな

い」と明言し、審査能力の低さを露呈した。

また、「一般論としては西武鉄道の再上場

もあり得る」と発言した。ペナルティーを

科している矢先にそういう発言をすること

は、ペナルティTに よる抑止効果を著しく

低下させる。

今回の事件は 「イエローカTド」ではな

い。現に東証が上場廃止を決めたというこ

とは、自ら「レッド方Tド」級と判断した
ことを示していると本来なつば取引所から

永久追放することもあり得ると警告すべき
場面で将来の再上場に言及したととは、■

般論とは言え、不適切と言わざるを得なぃ。

今回の事件の重大性を十分に認識できてい

なぃ経 だど―
‐
 ‐ .‐ |       ■

建島社長は11月30自の参議院財政金詠委

員会で、東証として西武鉄道を刑事告発す
る意思がないことも表明した。投資家と東

証が何十年間も編さ―れてtたヽあだから―t本
来ぃ投資家そド手して斉!事争発をすゃ毒務
があるのではないかも当然の責務を果たさ

ないならば1東証自身の存在意義が問われ

る。   |‐   ‐ |■ ―   |  ‐ | ‐


